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　泗水町の髙木清典さんが栽
培しているアップルマンゴー
です。
　これから出荷の最盛期を迎
え、道の駅泗水「養生市場」
や旭志ふれあいセンター、き
くち観光物産館、きくちのま
んま（合志店・菊池店・菊陽
店）、自宅で販売されます。



1 上野　英二

●担当区域
袈裟尾・玉祥寺・
遊蛇口・堀切・
稗方

3 岩木　良信

●担当区域
中原・藤田

4 吉良　春男

●担当区域
神鶴・菊池松島・
日向・柿木平

5 上田　利弘

●担当区域
古川・立門・
戸城・永山・
伊野・木護・柏・
鉾の甲・杉生

6 佐野木芳郎

●担当区域
菊池佐野・
原細永・鍋倉・
日生野・原本村・
伊牟田

7 岩崎　良美

●担当区域
下組・岩平・
塚原・長六

8 坂本　營信

●担当区域
寺小野・染土・
長野・龍門 1・
鳳来・穴川

9 渡邉　利春

●担当区域
雪野・小木

10 池田　幸夫

●担当区域
茂藤里・篠倉・
伊倉・道園・
金峰・生味・
木佐木・
滝黒仁田

11 迫　　修一

●担当区域
西迫間・七坪・
市野瀬・中野瀬・
東迫間・太田・
戸豊水・大柿・
菊池平野

12 渡邉　國雄

●担当区域
上西寺・中西寺・
辻

13 松永　邦弘

●担当区域
下西寺・南古閑・
北古閑・野間口・
東原

14 菊川　洋一

●担当区域
村田・上長田・
下長田・大塚・
深川・神来・
大琳寺・北宮

15 前田　正剛

●担当区域
上出田・下出田・
広瀬・木柑子・
植古閑・花房台

16 水俣　誠也

●担当区域
上赤星・下赤星・
今・甲森北・
乙森北・上古閑

17 酒井　幸德

●担当区域
新古閑・清水・
宮園

18 𣜜原　邦洋

●担当区域
流川・荒牧・
高田

19 緒方　誠至

●担当区域
林原・元村・
新村・打越・
内島

20 玉　昭雄

●担当区域
小野崎・
七城松島・大尺・
上橋田・下橋田

21 廣松　卓春

●担当区域
山崎・上水次・
下水次・岡田

22 古荘　孝博

●担当区域
辺田・台・
瀬戸口

23 髙野　義恭

●担当区域
岩瀬・前川・
板井・梶迫

24 小池　靖郎

●担当区域
五海・西郷・
羽根木・蟹穴

25 野中　久信

●担当区域
戸田島・
七城田中・本村

26 中田　博幸

●担当区域
甲佐町・菰入・
間所

27 斉藤　栄喜

●担当区域
楠原・九の峯・
小川・姫井

28 岩根　健昭

●担当区域
岩本・小川・
姫井

29 大塚　富次

●担当区域
伊萩

30 森　　　浩

●担当区域
妻越・津留・
大迫

31 郷　　信吉

●担当区域
高永・大迫

32 上田　博孝

●担当区域
伊坂

33 中野　英治

●担当区域
平

34 西口　　昇

●担当区域
北桜ケ水・
南桜ケ水・湯舟

35 稲葉　民雄

●担当区域
高柳・湯舟

36 隈部　和孝

●担当区域
小原

37 青木　　茂

●担当区域
川上・川下・
出分・川辺南

38 野田　寶誠

●担当区域
片川瀬

39 桐原　正信

●担当区域
尾足

40 藤本　良博

●担当区域
田吹・福本一・
福本二

41 平島　信昭

●担当区域
上住吉・南住吉

42 菅　　義輝

●担当区域
村吉・
富の原中央・
富の原台・
富の原一・
北原団地

43 荒木勇一郎

●担当区域
永

44 荒木　義臣

●担当区域
久米一・久米二

45 宮本　一清

●担当区域
永南・永出分・
富納

46 坂本　正臣

●担当区域
泗水平野・糠泉・
薬師・井戸方・
高江・泗水佐野・
上高江

47 坂本貴美廣 

●担当区域
三万田・
富の原西・
富の原東・
富の原北・
朝日団地

48 田中　弘文

●担当区域
田島一・岡・
田島二・
高江出分・
猪の目

49 梁池　清彌

●担当区域
富・富出分・
竹の下・
泗水田中

50 山下　正義

●担当区域
飛熊・北住吉

51 松原　榮治

●担当区域
上木庭・下木庭

52 岩根　正英

●担当区域
岩本・小川・
姫井

53 森田　精一

●担当区域
隈府
（西正観寺・東
正観寺・高野瀬
を除く）

54 栗原　康敏

●担当区域
加恵

55 森　　誠雄

●担当区域
平

56 松岡　一俊

●担当区域
桜山一～桜山九

57 東　　貞夫

●担当区域
中原・藤田

●担当区域 片角・亘・築地・
髙野瀬・西正観寺・
東正観寺
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松田　榮一会長
（議席番号②）

　菊池市農業委員会は、選挙委員50人、選
任委員７人の計57人で、農業者の高齢化と
後継者不足による遊休農地や耕作放棄地の実
態を把握し、その解消に努めています。
　菊池市は、米、畜産業、ごぼう、メロンな
ど全国でもトップクラスの農産物のブランド
を有しており、この地位を維持して農家収入
の拡大と農作業の効率化を図るため、農地の

利用集積を推進します。
　また、菊池市は「菊池いきいき農業特区」
の認定を受けています。新規就農を希望する
人や、いろいろな農地に関する相談は地元農
業委員へお尋ねください。
　来年の３月21日までの任期ではあります
が、農業委員・職員一丸となって菊池市農業
の発展に努めていきます。

会長あいさつ

　農地の売買や農地を宅地や山林にしたいなどの相談は、農業委員または農業委員会が受けます。
　各農業委員は次のとおりですので、担当区域などを相談の参考にしてください。氏名前の番号は
議席番号です。(敬称略)

農地などの相談は、私たち農業委員へ
問い合わせ先　農業委員会　☎（25）1111
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「菊池地域精神保健福祉の集い」を開きます

INFORMATION INFORMATION

〜
対
象
は
生
後
３
カ
月
か
ら
６
カ
月

未
満
で
す
〜

　

４
月
か
ら
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
の
対
象
年
齢
が
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
」
と
短
く
な
り
ま
し
た
。
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
せ
ず
に
、

直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
結
核
感
染
前
の
早
い
時

期
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
期
の
重
症
結
核
な
ど
を
予
防

す
る
た
め
で
す
。

　

市
で
は
、
満
３
カ
月
以
上
〜
６
カ

月
未
満
の
乳
児
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
集
団
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま

す
。

　

体
調
の
良
い
と
き
に
、
早
め
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

７
月
28
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

泗
水
公
民
館

対
象
年
齢
と
回
数

　

生
後
３
カ
月
〜
６
カ
月
未
満
の
乳

児
に
１
回

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
個
人
で

受
け
る
「
有
料
」
の
任
意
接
種
に

な
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種

が
で
き
ま
せ
ん
）

・
予
診
票

そ
の
他
の
注
意

・
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
あ
る
「
予

防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ

く
読
み
、
理
解
し
た
上
で
受
け
ま

し
ょ
う
。

・
接
種
す
る
乳
児
の
健
康
状
態
を
よ

く
知
っ
て
い
る
保
護
者
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
会
場
で
お
子
さ
ん

の
様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
後
か
ら
次
の
予
防
接

種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以
上
あ

け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

・
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
・
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

・
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

６
月
末
に
希
望
者
に
発
送
し
た

「
子
宮
が
ん
検
診
（
施
設
）
の
お
知

ら
せ
」
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

斎
藤
産
婦
人
科
医
院
の
欄

（
誤
）
午
前
９
時
00
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　

←

（
正
）
午
前
９
時
〜
正
午

日　

程

第
１
回

・
第
１
講
座　

７
月
28
日
（
木
）

・
第
２
講
座　

８
月
25
日
（
木
）

第
２
回

・
第
１
講
座　

８
月
４
日
（
木
）

・
第
２
講
座　

８
月
25
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

対
象
者　

小
学
生

テ
ー
マ

　

あ
つ
ま
れ
元
気
に
や
せ
た
い
小
学

生
「
肥
満
症
の
基
礎
知
識
及
び
合
併

症
と
治
療
法
に
関
す
る
学
習
」

費　

用　

約
４
、
０
０
０
円
（
検
査

代
・
昼
食
費
込
）

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
再
春
荘
病
院

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
１
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
０
０

マ
ー
ク
の
つ
い
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
ご
み
と
し
て
出
す
場

合
は
、
そ
れ
だ
け
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
（
合
併
前
の
旧
市
町
村
）
で
定
め

ら
れ
た
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
の
つ
い
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
を
混
ぜ
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

素
材
が
異
な
る
た
め
で
す
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
水
洗

い
を
し
、
水
を
切
っ
て
、
キ
ャ
ッ

プ
・
ラ
ベ
ル
を
外
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
、
ス
ト

ロ
ー
な
ど
の
異
物
を
混
入
さ
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

ま
た
は 

七
城
・
旭
志
・
泗
水
の
各
総
合
支

所
民
生
課

　

菊
池
市
は
、
産
業
廃
棄
物
処
分
場

問
題
を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
考
え
、

平
成
16
年
１
月
か
ら
最
終
処
分
場
の

操
業
期
間
の
短
縮
に
向
け
て
、
区
長

会
代
表
者
を
含
め
て
市
・
県
・
会
社

（
九
州
産
廃
㈱
）
で
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

早
期
解
決
に
向
け
た
市
民
集
会
を

市
と
菊
池
総
合
支
所
区
長
連
絡
協
議

会
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

７
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

議　

題　

産
廃
問
題
の
早
期
解
決
に

向
け
た
市
民
集
会

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

菊
池
市
で
は
、
市
民
と
市
が
一
体

と
な
っ
て
協
働
で
美
化
環
境
の
充

実
と
美
化
空
間
を
創
造
す
る
た
め
の

「
菊
池
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
制
度
を
新
設
し

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
管
理
す
る
市

道
や
公
園
の
美
化
清
掃
活
動
（
清
掃
、

除
草
、
花
の
管
理
な
ど
）
を
定
期
的

に
行
な
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
作
業
に
対
し
、
必
要
な
物
品

な
ど
の
貸
付
や
支
給
を
行
な
う
制
度

で
す
。

　

た
だ
し
、
市
道
や
公
園
で
も
、
各

地
区
の
人
築
な
ど
は
対
象
外
と
し
ま

す
。

対
象
と
な
る
施
設

・
菊
池
市
建
設
部
維
持
課
ま
た
は
都

市
整
備
課
が
所
管
す
る
市
道
・
公

園
で
市
長
が
認
め
た
区
域

（
対
象
と
な
ら
な
い
区
域
も
あ
り

ま
す
の
で
、
各
担
当
課
に
直
接
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

団
体
の
資
格

・
市
民
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

・
１
年
間
６
回
以
上
活
動
し
、
２
年

以
上
継
続
す
る
グ
ル
ー
プ

市
が
支
援
す
る
内
容

・
美
化
活
動
に
必
要
な
花
苗
、
肥

料
、
ゴ
ミ
袋
、
ホ
ウ
キ
、
移
植
ゴ

テ
、
レ
ー
キ
な
ど

（
予
算
の
範
囲
内
で
貸
与
ま
た
は

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

維
持
課
（
市
道
関
係
）

都
市
整
備
課
（
公
園
関
係
）

　

私
た
ち
は
、
花
に
よ
る
心
温
ま
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
、
菊
池
公
園
を

訪
れ
る
皆
さ
ん
に
も
っ
と
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
、
市
の
許
可
を
得

て
私
費
で
花
を
植
え
て
い
ま
す
。
花

の
苗
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人
と
、

一
緒
に
作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
会
の
名
前
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

花
の
苗
募
集

・
募
集
す
る
苗

　

松
葉
ボ
タ
ン
（
八
重
）、
ミ
ニ

ケ
イ
ト
ウ
、ホ
ウ
セ
ン
カ
、サ
フ
ィ

ニ
ア
、ペ
チ
ュ
ニ
ア
、マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
日
々
草
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど

の
草
丈
の
低
い
も
の
。

・
受
け
取
り
場
所

　

市
民
広
場　

武
光
公
像
前

・
受
け
取
り
期
日

　

８
月
13
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

作
業
日
と
場
所

　

毎
月
第
２
日
曜
日
（
８
月
14
日)

と
月
曜
日
（
８
月
15
日
）
の
午
前
８

時
か
ら
、菊
池
公
園
の
「
は
な
畑
（
旧

城
山
住
宅
入
り
口
付
近
）」
で
１
時

間
程
度

会
の
名
前
募
集

　

会
の
名
前
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

代
表
者　

中
川
靖
子

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
５
２
０
５

　

事
務
局　

岩
永　

誠

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
２
１
８
５

　
　
　
　
　
　

FAX
（
25
）
２
１
８
８

　「心の病」について理解を深めることを目的に、菊池地域精神保健福祉の集い
を次のとおり開催します。
　すべての会場で、どなたでも参加可能です。ぜひお気軽にご参加ください。

産
廃
問
題
の
早
期
解
決
に
向

け
た
市
民
集
会
を
開
き
ま
す

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う

講　演　「統合失調症の基本的理解」
講　師　菊陽病院
　　　　院長　樺島啓吉氏
と　き　８月２日（火）
　午後１時30分～午後３時30分
ところ　合志町役場２階大会議室

講　話　「地域の中で精神障害者が
　　　　　暮らしやすくなるために」
講　師　中山記念病院
　　　　院長　信岡幸彦氏
と　き　９月９日（金）
　午後２時30分～午後４時30分
ところ　西合志町保健福祉センター
　　　　ふれあい館

講　話　「病気の理解と周囲の理解」
　～精神障害者を理解するために～
講　師　菊陽病院
　　　　副院長　和田冬樹氏
と　き　12月７日（水）
　午後１時30分～午後３時30分
ところ　菊陽杉並木公園さんさん

講　演　「うつ病の理解と予防について」
講　師　菊池有働病院
　　　　院長　有働信昭氏
と　き　２月８日（水）
　午後１時30分～午後３時30分
ところ　菊池市福祉会館

問い合わせ先
　菊池保健所保健予防課
　☎（25）4155

お
わ
び
と
訂
正

「
小
児
肥
満
教
室
」

受
講
生
募
集

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
の
出
し

方
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　菊池市では、ごみの減量化の一環として、生ごみ処理容器（電
動式を含む）を購入する人に補助金を交付する制度があります。
補助の対象となる処理容器
　生ごみを堆肥として再生処理する容器および電動式生ごみ
処理機で、耐久性に優れているもの。
補助の対象者
　菊池市に居住し、処理容器などを購入しようとする一般市民。
補助率および補助限度額
　１世帯処理容器 1器につき購入価格の 1/2 以内とし、電
動式の場合 20,000 円、その他は 3,000 円を限度とします。
ただし、予算の範囲内とします。
提出書類
 ・交付要綱に定められた申請書および請求書
 ・購入者および購入価格が確認できる書類
　（領収書など　※レシートは不可）
 ・処理容器の性能などが確認できるカタログなど
 ・その他市長が必要とする書類
問い合わせ・提出先
　環境課　または 七城・旭志・ 泗水の各総合支所民生課

菊
池
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

出
来
ま
し
た

心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

生ごみ処理容器などの購入に対して生ごみ処理容器などの購入に対して
補助金の交付制度補助金の交付制度補助金の交付制度 がありますがあります
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人
事
院
と
法
務
省
で
は
、
入
国
警

備
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
国
警
備
官
は
、
全
国
の
地
方
入

国
管
理
局
な
ど
で
法
律
に
違
反
す

る
外
国
人
に
対
し
て
厳
正
に
対
処
し
、

日
本
の
安
全
と
国
民
生
活
を
守
り
、

世
界
秩
序
を
維
持
す
る
と
い
う
重
要

な
使
命
を
担
う
仕
事
で
す
。

受
験
資
格

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

採
用
予
定
数

　

約
１
０
０
人
（
変
動
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
）

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
付
期
間

・
郵
便
ま
た
は
持
参

７
月
19
日
（
火
）
か
ら
８
月
２
日

（
火
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
19
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

７
月
26
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用

ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-s
h
ik
e
n
.

jp
/m
o
u
sh
iko
m
i-s3
4
.h
tm
l

第
一
次
試
験　

９
月
25
日
（
日
）

第
二
次
試
験　

10
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
月
20
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
９
２
（
６
２
３
）
２
４
０
０

　

熊
本
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術

の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

受
講
資
格

　

次
の
①
〜
⑥
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
現
在
就
職
希
望
し
て
い
る

②
雇
用
保
険
受
給
の
対
象
外
で
あ
る

③
全
日
程
出
席
で
き
る

④
現
在
学
生
で
は
な
い

⑤
開
講
日
に
お
い
て
65
歳
未
満

⑥
過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン
タ
ー

講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い

内　

容

　

９
月
５
日（
月
）〜
10
月
13
日（
木
）

の
昼
間
で
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た

表
計
算
ソ
フ
ト
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
講
習

で
す
。
最
終
日
に
は
パ
ソ
コ
ン
表
計

算
３
級
の
検
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
・
検
定
料

は
別
途
必
要
で
す
）

定　

員　

20
人
（
選
考
に
よ
り
受
講

者
を
決
定
し
ま
す
）

申
し
込
み

　

８
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
の
間
に
、
菊
池
市
中
央
公

民
館
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

パ
レ
ア
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
４
３
０
９

補
助
の
対
象
者

　

菊
池
市
に
居
住
し
、
市
内
の
居
住

用
住
宅
（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を

含
む
）
に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
人
で
、
原
則
と
し
て
、
財
団
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
（
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）
の

「
平
成
17
年
度
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
促
進
事
業
」
の
補
助
交
付
を
受

け
た
人

補
助
の
額

　

１
kW
当
た
り
２
万
円
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
、
６
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
）

例●
２
・
67 

kW
を
設
置
し
た
場
合

　

２
・
67
×
２
万
円
＝
５
万
３
千
円

（
千
円
未
満
切
り
捨
て)

●
４
・
55 

kW
を
設
置
し
た
場
合

　

４
・
55
×
２
万
円=

６
万
円

　
（
上
限
６
万
円
）

　

左
図
①
の
申
請
書
を
提
出
の
際

に
、
Ｎ
Ｅ
Ｆ
か
ら
の
「
交
付
決
定
通

知
書
」
が
添
付
で
き
な
い
場
合
は
、 

・
Ｎ
Ｅ
Ｆ
の
「
予
約
受
付
通
知
書
」

の
コ
ピ
ー

・
見
積
書
又
は
契
約
書
の
コ
ピ
ー

・
工
事
着
工
前
の
現
況
写
真
（
※

１
）
が
必
要
で
す
。

　

同
様
に
②
の
報
告
書
を
提
出
の
際

に
、
Ｎ
Ｅ
Ｆ
か
ら
の
「
補
助
金
交
付

額
確
定
通
知
書
」
が
添
付
で
き
な
い

場
合
は
、 

・
Ｎ
Ｅ
Ｆ
へ
の
工
事
着
工
届
の
コ

ピ
ー

・
Ｎ
Ｅ
Ｆ
へ
の
補
助
金
交
付
申
請

書
（
兼
設
置
完
了
報
告
書
）
の
コ

ピ
ー

・
Ｎ
Ｅ
Ｆ
に
提
出
さ
れ
た
九
州
電
力

と
の
売
電
契
約
書
の
コ
ピ
ー

・
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
経
費
に
係

る
領
収
書
の
コ
ピ
ー

・
工
事
完
成
後
の
写
真
（
※
２
） 

・
設
置
者
の
住
民
票
（
３
カ
月
以
内

の
も
の
）
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｆ
の
補
助
金
交
付

額
確
定
通
知
書
が
出
さ
れ
た
ら
、
速

や
か
に
そ
の
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
１
既
に
着
工
し
た
場
合
は
、
着
工

後
の
写
真
で
も
可

※
２
住
宅
全
体
写
真
、
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
、
余
剰
電
力
販
売
用
電

力
量
計
な
ど

※
申
請
書
・
実
績
報
告
書
な
ど
の
書

類
は
各
総
合
支
所
に
準
備
し
て
い

る
ほ
か
、
菊
池
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
18

年
２
月
末
日
ま
た
は
予
算
が
終
了

し
た
と
き
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課

INFORMATION INFORMATION

入
国
警
備
官
募
集

技
術
講
習
会
パ
ソ
コ
ン

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ（
表
計
算
３
級
）

       

受
講
生
募
集

平成18年度の菊池市職員採用試験を次のとおり実施します。
募集職種・区分および採用予定者数
程　　 度 職　　 種 採用予定者数

高 卒 程 度
一般事務 ３人程度
寮母（父） １人程度
調 理 員 １人程度

短大卒程度 保 育 士 １人程度
大 卒 程 度 行　　 政 ３人程度

受験資格
○高卒程度
　昭和56年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた者
○短大卒程度
　昭和56年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた者
○大卒程度
　昭和54年4月2日から昭和59年4月1日までに生まれた者
　昭和59年4月1日以降に生まれた者で次に掲げるもの

菊
池
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

菊
池
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

の
申
請
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た

７
月
11
日
か
ら

の
申
請
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た

７
月
11
日
か
ら

申　
　

請　
　

者

菊　
　

池　
　

市

①菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補
助金交付申請書
・NEFの「交付決定通知書」のコピー
・見積書又は契約書のコピー
・工事着工前の現況写真（※１）

指令書

③菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補
助金交付請求書

口座振込

菊

池

市

②菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補
助事業実績報告書
・NEFの「補助金交付額確定通知書」のコ
ピー
・発電システムの設置経費に係る領収書のコ
ピー
・工事完成後の写真（※２）
・設置者の住民票（３カ月以内のもの）

菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補助
金交付確定通知書

補助金交付までの流れ補助金交付までの流れ

募 集 職 種 警察官Ｂ　「男性」・「女性」・「武道指導」 警　察　事　務
願書配布日 ６月30日から配布開始
採用予定数「男性」39人・「女性」２人・「武道指導」２人 １人
受 付 期 間 ８月15日（月）～８月26日（金） ８月15日（月）～８月26日（金）・インターネット：～８月19日（金）

第
１
次

試 験 日 10月16日（日） ９月25日（日）
試験内容 教養・作文・実技（武道指導のみ） 教養・適性
試 験 地 熊本市・八代市・本渡市 熊本市・八代市・本渡市
合格発表 10月下旬 10月上旬

第
２
次

試 験 日 体力：11月19日（土）
面接：11月26日（土）～11月28日（月）

作文：10月22日（土）
面接：10月29日（土）・30日（日）

試 験 地 熊本市 熊本市
合格発表 12月中旬 11月中旬

受 験 資 格

次のいずれにも該当する人
・18歳から27歳の人（昭和53年４月２日～昭和63年４月１日生）
・警察官Ａの学歴要件（４年制大学を卒業または卒業見込み）以外の人
※武道指導は、上記のほか柔道または剣道２段以上の段位を取得している人

・18歳から21歳の人（昭和59年４月２日～昭和63年４月１
日生）
　ただし、４年制大学を卒業または卒業見込みの人は受験で
きません。

※受験資格の年齢は、平成18年４月１日の年齢
※平成 17年度から、警察事務については、インターネットでの申し込みが可能になりました。
　熊本県ホームページ「くまもと電子申請窓口」で申し込みできます。なお、利用にはパソコンの環境設定、利用者登録が必要です（３日程度かかるので、
早めに済ませてください）。
※警察官Ｂ（武道指導）の試験地は熊本会場のみです。
※警察官の体力試験は、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20mシャトルラン、立ち幅跳び、腕立て伏せの７種目です。
※試験案内・受験申込書は、熊本県人事委員会事務局、熊本県警察本部警務課、県内各警察署などで配布します。郵送による資料請求もできますので、希望
する人は、自分の郵便番号、住所、氏名を記載した返信用封筒（角形２号、240円分の切手を貼付）を同封して、希望の職種を明記の上、熊本県警察本部
警務課採用係まで資料請求してください。
問い合わせ先　熊本県警察本部警務課採用係　☎ 096（381）0110　内線 2643

熊本県警察職員採用試験

　ア　大学を卒業した者または平成18年3月までに大学を
卒業する見込みの者

　イ　菊池市長がアに掲げる者と同等の資格があると認め
る者

受付期間
　７月25日（月）～８月12日（金）まで（土日を除く）
試験日
　○一次　９月18日（日） 県立翔陽高校試験会場
　○二次　10月下旬（予定）菊池市役所
申込書の請求
　申込用紙は、菊池市役所　職員課（本庁）および各総
合支所　総務振興課に用意しています。
※詳細は、菊池市役所本庁および各総合支所掲示板、菊池
市ホームページに掲載します。
菊池市ホームページアドレス
　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
問い合わせ・申し込み先　職員課

 願　　　書　　　受　　　付

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満

８月１日（月）～
９月８日（木）
※２等陸海空士（男子）
　は年中

一般曹候補学生 18歳以上、
24歳未満

曹候補士 18歳以上、
27歳未満

２等陸海空士 18歳以上、
27歳未満

○待 遇
身分　特別職国家公務員

給与　大学卒　約17万円、高校卒　約16万円
手当　勤務・職種・職域に応じて、住居手当、扶養手当、
航空手当、調整手当など
休日・休暇　完全週休２日制、祝日、年末年始・夏期特別
休暇、年次休暇24日など
昇給　年１回
賞与　期末・勤勉手当4.4カ月（６月：2.1カ月、12月：
2.3カ月）
勤務時間　午前８時～午後５時（地域差あり）
問い合わせ・申し込み先
　自衛隊熊本地方連絡部菊池分駐所　☎（24）2772

陸上・海上・航空自衛官（男女）募集

菊池市職員を募集します 平成18年度菊池市職員採用試験菊池市職員を募集します
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６
月
26
日
（
日
）
に
茨
城
県
水
海

道
市
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
う
ち
、

死
亡
率
が
高
い
か
、
ウ
イ
ル
ス
が
変

化
し
て
死
亡
率
が
高
く
な
る
可
能
性

の
あ
る
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も

の
を
い
い
、
一
般
的
に
、
鶏
、
七
面

鳥
、
う
ず
ら
な
ど
が
感
染
す
る
と
高

い
死
亡
率
を
示
し
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
発
生
例
は
死
亡
率
が
あ
ま
り

高
く
な
い
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
た
め
に
、

異
常
の
発
見
か
ら
病
気
の
診
断
ま
で

に
長
期
間
を
要
し
て
い
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
病
気
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

家
庭
で
は
次
の
こ
と
を
心
が
け
、
私

た
ち
の
生
活
や
私
た
ち
と
共
に
暮
ら

し
て
い
る
鳥
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ト
リ
の
健
康
状
態
を
毎
日
観
察
し

ま
し
ょ
う
。

・
ト
リ
小
屋
は
ま
め
に
掃
除
し
、

時
々
は
消
毒
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
い
つ
も
新
鮮
な
え
さ
や
水
を
与
え

ま
し
ょ
う
。

・
野
鳥
が
ト
リ
小
屋
に
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
世
話
を
し
た
後
は
、
う
が
い
や
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
病
気
は
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ

る
こ
と
で
人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

　

異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、
動
物

病
院
ま
た
は
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
（
46
）
２
０
７
５　

ま
た
は

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
農
業
振

興
課

　

☎
（
25
）
４
１
１
１
内
線
３
５
６

　

熊
本
県
で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
対
す
る
県
民
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
テ
レ
ビ
放
映

を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

映
画
名　

「
め
ば
え
の
朝
」

　
　
　
　

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

放
送
日　

７
月
31
日
（
日
）

　

午
後
２
時
か
ら
午
後
２
時
50
分

放
送
局　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
連
携
班

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
５
８
２
８

　

６
月
１
日
（
水
）
に
水
道
週
間
の

一
環
と
し
て
菊
池
市
管
工
事
組
合
、

泗
水
町
水
道
組
合
に
よ
る
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
家
庭
に
設
置
し
て

あ
る
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
、
土
や

砂
で
埋
ま
っ
た
も
の
や
、
深
く
て
見

に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
を
見
や
す

く
管
理
し
や
す
い
よ
う
に
作
業
を
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
で
は
、
す
べ
て
の

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
工
事
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後

も
積
極
的
に
改
善
工
事
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
６
月
６
日
（
月
）
に
は
、

菊
池
北
小
学
校
４
年
生
の
児
童
た
ち

が
水
道
局
を
訪
れ
、
菊
池
市
の
水
道

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
水
道
の
し
く
み
や

水
道
局
の
役
割
に
つ
い
て
多
く
の
質

問
を
し
、
職
員
か
ら
の
回
答
を
一
生

懸
命
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
で
い
ま
し

た
。

　

音
町
配
水
池
で
の
現
地
学
習
も
し
、

自
分
た
ち
の
家
や
学
校
で
使
っ
て
い

る
水
が
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

運
ば
れ
て
来
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
を
終
え
て
児
童
た
ち
は
、

「
水
を
大
切
に
し
ま
す
」
と
大
き
な

声
で
約
束
し
て
帰
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
菊
池
市
水
道
局
で
は
啓
発

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
水
道
局

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
１
８
１
１

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

募
集
期
間

　

８
月
31
日
（
水
）
ま
で

教
養
学
部

①
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
人
文
・
社
会
・
自
然
産
業
な
ど
の

幅
広
い
分
野
の
科
目
（
約
３
０
０

科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
選

科
・
科
目
履
修
生
に
入
学
で
き
ま

す
。

大
学
院

①
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入

学
で
き
ま
す
。

※
教
養
学
部
・
大
学
院
と
も
に
入
学

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
９
）
４
８
９
０

INFORMATION INFORMATION

水
道
週
間
で
水
道
の
役
割

な
ど
を
Ｐ
Ｒ

６
月
１
日
〜
６
月
７
日

　

菊
池
市
剣
道
連
盟
で
は
、
剣
道
の

稽
古
を
と
お
し
て
、
児
童
の
心
と
体

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

随
時
、
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
見
学
だ
け
で
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

原
則
と
し
て
、
菊
池
市
内

に
在
住
の
幼
児
（
年
長
）
か
ら
小

学
生
ま
で
。
未
経
験
者
も
大
歓
迎

で
す
。

練
習
日　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
５
時

30
分
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　

菊
池
南
中
学
校
武
道
場

会　

費　

年
間
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　

保
健
加
入
費
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
剣
道
連
盟
事
務
局　

北
村

　

☎
０
９
０
（
９
０
７
９
）
６
１
６
５

　

新
菊
池
市
の
誕
生
を
記
念
し
て
登

山
愛
好
者
の
会
を
結
成
し
ま
す
。

　

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
老
若
男

女
を
問
い
ま
せ
ん
。
月
に
１
〜
２
回

程
度
の
山
行
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
７
月
末
日
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
後
、
会
の
運
営
な
ど
に

つ
い
て
相
談
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
菊
池
市
役
所
地
籍
調
査
課
内

　

水
上
泉　
　

☎
（
25
）
１
１
１
１

・
菊
池
市
七
城
町
亀
尾
６
６
２

　

井
藤
憲
幸 

　

☎
０
９
０
（
９
５
７
４
）
７
３
１
３

※
申
し
込
み
は
、
井
藤
憲
幸
ま
で
。

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
「
輝き

な
っ

せ
」
で
は
、
し
ょ
う
が
い
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
（
中
学
生
〜
高
校
生
）

が
夏
休
み
中
も
の
び
の
び
と
安
全
に
、

楽
し
く
過
ご
せ
る
場
に
な
る
よ
う
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
経
験
を
積

み
、
よ
り
楽
し
く
夏
休
み
を
送
れ
る

よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

期　

間

　

７
月
21
日（
木
）〜
８
月
31
日（
水
） 

時　

間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

場　

所

　

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー「
輝
な
っ
せ
」

（
菊
池
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1F

※
旧
徳
永
耳
鼻
科
跡
）

主
な
内
容

・
室
内
遊
び
の
相
手
（
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
絵
描
き
な
ど
）

・
野
外
活
動
に
一
緒
に
参
加
す
る

（
プ
ー
ル
、
川
遊
び
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
街
歩
き
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
）

・
制
作
活
動
の
補
助
、
準
備

・
宿
題
、
学
習
の
お
手
伝
い

　

楽
し
く
安
全
に
活
動
す
る
た
め
に

事
前
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　

７
月
15
日
（
金
）・
16
日
（
土
）

の
午
後
５
時
か
ら
、
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
「
輝
な
っ
せ
」
で
行
い
ま
す
の

で
、
ど
ち
ら
か
１
日
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
「
輝
な
っ

せ
」　
　
　

☎
（
24
）
５
６
６
７

　

菊
池
市
四
町
分
の
旧
岩
下
区
で

１
２
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
伝
え
ら

れ
て
き
た
岩
下
神
楽
の
伝
承
教
室
を

行
い
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

舞
手
コ
ー
ス

　

小
学
生
以
上
対
象　

神
楽
舞

楽
手
コ
ー
ス

　

中
学
生
以
上
対
象　

笛
と
太
鼓

問
い
、
神
饌
歌
コ
ー
ス

大
人
対
象
（
希
望
者
の
み
）
座
学

に
よ
る
問
い
の
舞
の
解
説
と
暗
唱

親
子
説
明
会

　

７
月
20
日
（
水
）
午
後
８
時
か
ら

水
源
交
流
館
和
室
に
て 

期　

間　

８
月
〜
12
月
（
全
16
回
）

教　

室
①
〜
⑧
（
８
月
）、⑨
〜
⑪
回
（
９

月
）、
⑫
〜
⑭
（
10
月
）、
⑮
（
11

月
）、
⑯
（
12
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
水
源
村

　
　
　
　
　
　

☎
（
23
）
４
０
１
１

去年の「きらり神楽教室」。この機会に神楽に
ふれてみませんか

「
菊
池
登
山
愛
好
会

（
仮
称
）」会
員
募
集

　泗水B&G海洋クラブでは、夏休みの次
の期間にカヌーの一般開放を行います。
　カヌーの基礎的講習や実際に乗ってみて
自然とふれあいながら海洋スポーツを楽し
みませんか。
と　き　７月 30日（土）、７月 31日（日）、
８月６日（土）、８月７日（日）の４日
間の午後２時から午後４時まで（２時間）

ところ　泗水中央艇庫および泗水東艇庫
※小学３年生以下は、保護者同伴とします。
問い合わせ先
　教育委員会泗水分室教育課
　☎（38）2258

人
権
同
和
問
題
啓
発
映
画

「
め
ば
え
の
朝
」テ
レ
ビ
放
映

平
成
17
年
度
第
２
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集

水道週間の一環で菊池市管工事組合と泗水町水道組合
による奉仕活動

「水道水はどこからきているのか」や「水道局ではどんな仕事
をしているのか」などを学ぶ児童たち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
き
ら
り
神
楽
教
室
参
加
者

募
集
中
」参
加
費
無
料

白
龍
館
剣
道
道
場

部
員
募
集

ニ
ワ
ト
リ
、小
鳥
な
ど
を
飼
養
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

ニ
ワ
ト
リ
、小
鳥
な
ど
を
飼
養
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

茨
城
県
で
高
病
原
性

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た

茨
城
県
で
高
病
原
性

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た

　菊池市斑蛇口湖ボート場で第６回斑蛇口湖ふれあいレガッタを開催し
ます。市民の皆さんの多数の参加をお待ちしています。ボートが初めて
の人でも大歓迎です。
と　き　８月21日（日）午前８時30分開会　ところ　斑蛇口湖ボート場
種　目　女子チーム／男子・男女混成チームの２種目
参加資格　熊本県内の各職場・地区・団体・家族など（中学生以上）で、
漕手４人・舵手１人の計５人で申し込んでください。

参加料　１チーム 1,500 円　申込締切日　８月５日（金）午後５時まで
問い合わせ先　社会体育課

自然とふれあう海洋スポーツ
「カヌー」を一般開放します 第６回斑蛇口湖ふれあいレガッタ参加者募集
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８
月
の
心
配
ご
と
相
談

　

新
菊
池
市
の
誕
生
に
ち
な
ん
で
、

菊
池
市
民
広
場
の
花
火
大
会
で
毎
年

登
場
す
る
白
龍
神
輿
の
子
「
子
白
龍

神
輿
」
が
今
年
誕
生
し
ま
し
た
。

　

子
白
龍
神
輿
は
、
重
さ
約
70
㎏
・

全
長
20
ⅿ
で
、
50
人
く
ら
い
の
子
ど

も
で
か
つ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

神
輿
を
か
つ
ぎ
た
い
人
は
、
ヨ
ー

カ
堂
駐
車
場
に
午
後
６
時
30
分
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。
服
装
は
問
い
ま

せ
ん
。

と　

き　

７
月
23
日
（
土
）

　

集
合　

午
後
６
時
30
分

　

開
始　

午
後
７
時
30
分

と
こ
ろ

　

ヨ
ー
カ
堂
駐
車
場
（
中
央
通
り
）

対　

象　

小
学
校
高
学
年
生

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
通
り
区

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
２
３
４
４

　

商
店
街
に
昔
の
活
気
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
今
年
も
土
曜
夜
市
を
開
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
午
後
10
時

 　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

立
町
・
中
央
通
り
・
迎
町

商
店
街
（
立
町
・
北
原
線
）

イ
ベ
ン
ト

　

ア
ニ
メ
映
画
上
映
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
（
白
龍
一
番
隊
）、
フ

ラ
ダ
ン
ス
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
）
な
ど

出　

店
焼
き
そ
ば
、
金
魚
す
く
い
、
か
き

氷
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
焼
鳥
な
ど

実
施
主
体　

立
町
親
栄
会
、
中
央
通

り
繁
栄
会
、
迎
町
ハ
ッ
テ
ン
会

問
い
合
わ
せ
先

　

よ
っ
と
い
で
土
曜
夜
市

　

企
画
実
行
委
員
長　

合
志
和
洋

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
２
２
１
４

　
「
迎
幸
学
園
夏
祭
り
」
を
今
年
も

盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
歌
や
踊
り

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
随
時
あ

り
、
生
ビ
ー
ル
や
串
焼
き
、
ホ
ル
モ

ン
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
の
夜
店

も
地
域
住
民
の
協
力
で
た
く
さ
ん
出

店
し
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
な
ど
を
誘
っ
て
、
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

８
月
６
日
（
土
）

　

夜
店
開
店　

午
後
６
時
か
ら

　

イ
ベ
ン
ト　

午
後
７
時
か
ら

と
こ
ろ　

迎
幸
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先

迎
幸
学
園
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事

務
局　
　
　

☎
（
38
）
４
４
４
８

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

'05ダムフェスタ in菊池
場　所　竜門ダム（エントランス広場一帯）
時　間　午前 10時～午後２時
内　容
　子どもたちに大人気のバシャバシャプール、ヤマメの
つかみどりのほか、クレヨンしんちゃんのキャラクター
ショーやはしご車の搭乗体験コーナー、ラジコン４輪バ
ギーのタイムレースなど新しい催し物も行います。
※水着や着替えは持参してください。

太鼓の祭典「鼓賑まつり」 
場　所　菊池市民広場
　　　　（菊池武光公騎馬像前特設ステージ）
時　間　午後５時～午後 10時（予定）
内　容
　商工会青年部によるバザーや菊池雲上太鼓ほか太鼓団
体による演奏披露、そして今年は特別ゲストとして、鋤
野貴也さんを招いてライブも行います。

出演予定の太鼓団体
　ゆふいん源流太鼓・霧島九面太鼓和奏・永翔太鼓・天
孫降臨霧島九面太鼓・霧島九面太鼓女子部・豊饒太鼓・
七城天守太鼓・菊池雲上太鼓

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き　

３
日（
水
）・
10
日（
水
）・
17

日（
水
）・
24
日（
水
）・
31
日（
水
）

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

菊
池
福
祉
会
館
２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

・
心
配
ご
と
相
談

と　

き　

６
日（
土
）・
21
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

・
こ
こ
ろ
の
相
談

と　

き　

11
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

専
門
医

と
こ
ろ　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
日
常
法
律
相
談

と　

き　

19
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士

と
こ
ろ　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

備　

考　

要
予
約

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

と　

き　

10
日（
水
）午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

旭
志
老
人
憩
い
の
家

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

18
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、
相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

４
日（
木
）・
11
日（
木
）・
25

日（
木
）午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
み
ん
な
、み
ん
な
の
子
ど
も

で
す
」子
育
て
は
地
域
全
体

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
市
内
の
ひ

と
り
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
、
子
ど
も
を
対
象
に
「
一
日
父
親

母
親
旅
行
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
お
子
さ
ん
の
思
い
出
づ

く
り
、
皆
さ
ん
相
互
の
親
睦
の
場
と

し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

８
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
出
発
予
定

※
帰
着
は
午
後
６
時
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※
集
合
場
所
は
、
申
し
込
み
時
に
お

伝
え
し
ま
す
。

目
的
地　

大
分
県
別
府
市
「
城
島
後

楽
園
ゆ
う
え
ん
ち
」

対
象
者　

菊
池
市
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、

子
ど
も
。

※
お
子
さ
ん
の
み
の
参
加
で
も
結
構

で
す
。

（
小
学
校
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん

は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

参
加
費　

無　

料

※
遊
園
地
で
の
乗
り
物
代
は
自
己
負

担
で
す
。

申
込
締
切　

８
月
16
日
（
火
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

菊
池
支
所　

☎
（
25
）
５
０
０
０

　

七
城
支
所　

☎
（
25
）
５
０
１
０

　

旭
志
支
所　

☎
（
37
）
３
７
０
８

　

泗
水
支
所　

☎
（
38
）
５
３
８
２

　

７
月
１
日
（
金
）
か
ら
８
月
31
日

（
水
）
の
２
カ
月
間
を
「
青
少
年
健

全
育
成
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
の
期

間
と
し
て
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
施
策
や
諸

行
事
を
展
開
し
ま
す
。

重
点
目
標　

①
県
民
の
非
行
防
止
意

識
の
高
揚　

②
青
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
浄
化　

③
青
少
年

の
非
行
等
問
題
行
動
へ
の
対
応
強

化　

ア
、
地
域
ぐ
る
み
の
補
導
活

動
等
の
強
化
。　

イ
、
覚
せ
い
剤

等
薬
物
乱
用
対
策
。　

ウ
、
深
刻

な
い
じ
め
・
校
内
暴
力
問
題
へ
の

対
応
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
交
通
安
全
・
青
少
年
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
７
４
０
９

菊
池
支
所

熊
本
市　
　

大
池
邉
祐
次

（
亡
母　
　
　
　

ス
エ
ヲ　

73
歳
）

生　

味　
　

宇
野
木
ト
メ
ヲ

（
亡
夫　
　
　
　
　

智　
　

94
歳
）

中
野
瀬　
　

岡
本　

博
章

（
亡
母　
　
　
　

ア
キ
ヨ　

94
歳
）

中　

原　
　

川
口　

弘
明

（
亡
母　
　
　
　
　

照
子　

90
歳
）

亘　
　
　
　

荒
木　

哲
郎

（
亡
妻　
　
　
　
　

秀
子　

62
歳
）

高
野
瀬　
　

師
富　

昭
義

（
亡
母　
　
　
　

ナ
ツ
子　

87
歳
）

高
野
瀬　
　

西
山　

幸
助

（
亡
妹　
　
　
　

ゆ
り
子　

40
歳
）

雪　

野　
　

渡
邉　

親
雄

（
亡
妻　
　
　
　

ミ
ス
エ　

76
歳
）

辻　
　
　
　

田
中　

久
雄

（
亡
長
男　
　
　
　

博
憲　

42
歳
）

茂
藤
里　
　

髙
山　

益
世

（
亡
夫　
　
　
　
　

義
一　

84
歳
）

高
野
瀬　
　

泉　
　

智
之

（
亡
祖
父　
　
　
　

重
利　

86
歳
）  

七
城
支
所

打　

越　
　

徳
永　

ナ
ミ

（
亡
夫　
　
　
　
　

智　
　

84
歳
）

間　

所　
　

野
田　

重
剛

（
亡
兄　
　
　
　
　

恵
一　

63
歳
）

旭
志
支
所

平　
　
　
　

𠮷
田　

富
男

（
亡
父　
　
　
　
　

鹿
蔵　

89
歳
）

妻　

越　
　

中
村　

春
美

（
亡
夫　
　
　
　
　

敏
生　

43
歳
）

伊　

坂　
　

中
尾
眞
知
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

哲
夫　

56
歳
）

伊　

萩　
　

中
村　

蓉
子

（
亡
父　
　

江
上　

美
幸　

90
歳
）

泗
水
支
所

桜
山
五　
　

梁
池　

恵
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

敏
勝　

51
歳
）

南
住
吉　
　

渡
邉　

邦
昭

（
亡
母　
　
　
　
　

ヨ
シ　

91
歳
）

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し

６
月
30
（
木
）
現
在

「きくち楽習大学」受講生募集「きくち楽習大学」受講生募集「
一
日
父
親
母
親
旅
行
」

      

参
加
者
募
集

中
央
通
り「
こ
ど
も
白
龍

ま
つ
り
」か
つ
ぎ
手
大
募
集

第
４
回

　

よ
っ
と
い
で
土
曜
夜
市

迎
幸
学
園
夏
祭
り

中央通り

御所通り
菊池高校

体育館菊池地域
振興局

わいふ
一番館

サカエ
コーポ

中原
松月堂

オガタ
文具店

藤川
肉屋

肥後
銀行

イ
ノ
ウ
エ

寝
具
店

Ｇ
Ｓ

ロ
ー
ソ
ン

郵便局 宝仁

寿し廣安武

岩見屋

広域
連合

玉屋

とり専

土井スポーツ

上　町中　町

立　町

横　
町

下　
町

メ
イ
ン
会
場

菊池白龍まつり
時　間　午後６時から（予定）
場　所　菊池市民広場・菊池市中央グラウンド
内　容
　恒例となった白龍神輿の商店街練り歩きや演舞に加え、
地元小学生らによる子白龍も今年は初登場します。
　クライマックスには約 3,000 発の花火（午後８時 30
分～午後９時）が夜空を彩ります。  

※出演団体や時間などは、変更することがあります。
※両日、七夕飾りが迎町・中央通り・立町・横町などの各
商店街で行われます。

■車両通行止　８月６日（土）正午から８月７日（日）午後11時30分まで
■車両通行止　８月７日（日）午後７時15分から午後９時30分まで
●「べんりカー」迂回時停留所

　「べんりカー」は、午後１時に電鉄プラザを出発する便か
ら、御所通りへ迂回します。停留所は電鉄プラザ→下町（産
交停留所向かい）→中町（産交停留所向かい）→上町（産
交停留所）→市民広場からは通常どおり。この間、菊池中
央病院→中央通り→立町は休止します。
問い合わせ先　菊池総合支所産業振興課

交通規制
去年の菊池白龍まつり

8月7日（日）

8月6日（土）
８月６日（土）・７日（日）は菊池で夏を満喫８月６日（土）・７日（日）は菊池でででで をを満喫満喫満喫

　菊池市の歴史、自然を学んでみませんか。楽習大学も４
年目をむかえ、今年は合併後の新菊池市の広い範囲で健康
的に楽しく学べる内容になっています。
　親子や友人などグループでの参加も大歓迎です。一緒に
菊池を学びましょう。
※「菊池都市間交流の会」は宮崎県西米良村、岩手県遠野
市との交流事業や、菊池市のまちづくりのために活動し
ているグループです。

募集対象　年齢は問いません。第１回から第４回まで参加
できる人

募集人員　50人（先着）　　受講料　一人 1,000 円
内　容
第１回 ９/３（土）十八外城めぐり～菊之城・古池城・戸崎城・木庭城
第２回 10/１（土）きのこを探してみよう～菊池渓谷
第３回 11/19（土）史跡めぐり～旭志円通寺
第４回 12/３（土）菊池氏と西郷隆盛～七城町
申し込み方法　住所、氏名、年齢、電話番号を郵便またはメー
ルでお知らせください。

問い合わせ・申し込み先
〒 861-1392
菊池市役所国際交流課「きくち楽習大学」係
メールアドレス :kokusai@city.kikuchi.kumamoto.jp
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７月の行事予定７月の行事予定
菊池 七城 旭志 泗水

15 金 献血　９：30～12：00
七城公民館

16 土 手作りパンに挑戦
９：30　児童センター

17 日 福祉講演会　９：00
文化会館

18 月

19 火

弁護士「法律相談」開設
９：30～12：30　中央公民館
母親学級　13：15～13：30
西部市民センター

健康相談　９：30～10：30
旭志総合支所

20 水

生き活き大学　10:00
泗水ホール
６・７カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

産廃問題の早期解決に向けた市民集会　19：30　文化会館大ホール

21 木
３歳児健診　13：30～14：00
旭志老人憩いの家　

男女共同参画専門委員相談　13：30～16：30　文化会館

22 金 ３歳児健診　13：10～13：30
文化会館

23 土 第４回よっといで土曜夜市　18：00～22：00　立町・中央通り・迎町商店街（立町・北原線）
24 日

25 月 健康相談　９：30～10：30
七城公民館

育児相談　９：30～10：30
泗水公民館

26 火

27 水 ３歳児健診　13：30～14：00
泗水公民館

28 木 　 BCG予防接種
13：30～14：00　泗水公民館

29 金 １歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

30 土 お楽しみ映写会　10：00
児童センター

カヌー一般開放 14：00～16：00
泗水中央艇庫・泗水東艇庫

31 日
カヌー一般開放 14：00～16：00
泗水中央艇庫・泗水東艇庫

人権同和問題啓発映画「めばえの朝」テレビ放映　14：00～14：50　放送局RKK熊本放送

８/１ 月 健康相談　9：30～10：30
泗水総合支所

８/２ 火

８/３ 水 ６・７カ月児健診　13：10～13：30
西部市民センター

８/４ 木 　

８/５ 金 母親学級　13：15～13：30
西部市民センター

３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00　旭志老人憩いの家

８/６ 土

’05ダムフェスタin菊池　10：00～14：00　竜門ダム（エントランス広場一帯）
カヌー一般開放 14：00～16：00
泗水中央艇庫・泗水東艇庫

太鼓の祭典「鼓賑まつり」　17：00～22：00（予定）　菊池市民広場（菊池武光公騎馬像前特設ステージ）
迎幸学園夏祭り　18：00　迎幸学園グラウンド

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

７月17日
隈部医院 菊池市 （25）2851 よしもと小児科 菊陽町 096（233）2520
山下胃腸科クリニック 西合志町 096（345）0600 増永歯科医院 菊池市 （25）2285
山縣医院 大津町 096（293）4430

18日 赤星医院 菊池市 （25）2738

24日
西山医院 菊池市 （25）2561 光の森脳神経外科内科 菊陽町 096（232）7711
田中医院 菊池市 （38）7070 三隅歯科医院 合志町 096（248）1101
岩倉整形外科医院 大津町 096（293）8888

31日
岩根胃腸科外科医院 菊池市 （25）4230 菊陽台病院 菊陽町 096（232）1191
山岡胃腸科クリニック 合志町 096（248）9001 原田歯科医院 西合志町 096（242）3285
たしろクリニック 大津町 096（340）3220


